
「気づく」こと                      学校 H.P 

  

「気づくことを大切にしたいなぁ」と、ふと思いました。 それは 「見えないものに気づくこと。」 

「いつもがんばっている人は、見えないところで努力をしている。」・・・のだろう。 

「いつも笑っている人は、見えないところで泣いている。」・・・のかも。 

「いつも優しい人は、見えないところで我慢している。」・・・のかもしれない。 

そういう見えないところに気づける人になりたい。そう思いました。 

 

できなくても心がけたい。そうでないと、「俺が、俺が」 「私が、私が」と自分のことしか考えなくなり、人を傷つけるような嫌な

ことをしらずしらずに周りの人に口に出して言ってしまうのではないか。 

周囲の人に嫌な思いをさせる発言をすることを、「毒を吐く」と言いますが、自分が嫌なことを口から出すと、そのとおり周りの

人への「毒」になる。当然、周りには不快な思いをさせます。 

毒を吐かずに、飲んでしまうと、自分にとって、「薬」になる。病院でもらう薬ではありませんので、飲むのに水はいりません。 

しかし、勇気が必要になります。自分が周りに吐こうとした毒を飲み込むのですから、副作用が起こります。ぐっとこらえて飲み込

むのですから、これはとても疲れます。しかし、周りの人を不快にはさせません。 

不快にさせない周りの人への「心配り」は、「笑顔」を呼び込みます。その笑顔は自分の周りに人を集めます。そうやって集まった

人は、きっといつか自分が苦しいときに助けてくれます。 

逆に、毒を吐いてしまったら、それを目的にする人が集まってきます。それは本当の仲間ではないので、最後には自分が裏切ら

れることになると思います。何の良い結果もありません。 

 

しっかり、自分を見つめたい。いろんな人に助けられた「おかげ」のかたまりが、自分ではないのか。 

感謝の気持ちを忘れて勝手なことを言う自分を見つめ直して、「俺が」「俺が」 「私が」「私が」を捨てて、 

「おかげさま」「おかげさま」と思って生きていきたいですね。 

「おかげさま」に気づくことができれば、憎しみは消えて、困っている人に目を向け助けになろうと思えるのだと思います。  

そうです、自分がおかれた環境はなかなか変えられないけれど、生き方は自分の意志で変えられるのです。 

 

 もうひとつ君たちに伝えたいことは「声をあげる勇気」です。 もしかしたら、言ってもだめなのかもしれない。 

「それは、違うよ、間違っているよ」ということで波風が立つのかもしれない。 

それでも「違う、間違っている」と思ったことを「間違っている」と言わなければ、言わないことで誰かが傷つくかもしれない。 

違うことを違うままにしておいたら、本当のことがわからなくなってしまうかもしれない。 

「違う、間違っている」というひと言に世界を変える力はなくても、「違う」と思っている誰かを助けられるかもしれない。だから、

「違う」と声に出す勇気を忘れずにいたいものです。 

 

さて、成長を見せてくれた君たちへ。まだまだ成長は続きます。常に成長している人は、なにかしらの困難や苦労に直面してい

ます。それは、不幸なことでも不運でもありません。「新しいことに挑戦している」という証拠です。 

あればいいだろうけど、特技なんて、なくっても落ち込まないでいいではないか。 

成功すればうれしいけど、失敗だらけになることもあるのではないか。失敗することで人はたくさんのことを学んできたはずだ
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13 火 専 門 委 員 会         子サ 1・2・3 

14 水 定 時 退 勤 日         SC・子サ

SC・SW 
1・2・3 

15 木 ノー部活ディ          SW 1・2・3 

16 金 全校集会 震災のつどい         子サ 1・2・3 

17 土    

18 日    

19 月 ノー部活ディ               

 
1・2・3 

20 火  子サ   1・2・3 

21 水 １年生トキメキ仕事体験  ノー部活ディ  定時退勤日  SC・子サ 1・2・3 

22 木 ノー部活ディ         SW 1・2・3 

23 金 オープンスクール 入学説明会      子サ 1・2・3 

24 土    

25 日    

26 月 3 年 生 教 育 相 談     ノ ー 部 活 デ ィ    1・2・3 

27 火     子サ     

 
1・2・3 

28 水  定 時 退 勤 日    3 年 生 面 接 練 習  SC・子サ 1・2・3 

29 木  ノー部活ディ          SW 1・2・3 

30 金  1年生わくわくオーケストラ教室 あま探求            子サ 2・3 

31 土    

〔最終下校〕 17：００ 

子サ：子どものサポーター       

 SC：スクール・カウンセラー、SW：スクール・ソーシャル・ワーカー 

  

＊自動音声応答メッセージ対応…17：３０～７：４５ 

         土、日、祝日・学校閉鎖日は、終日となります。 

 

欠席・遅刻などのご連絡に、まなびポケットの運用を開始しています。お電話の

場合は 7：45～8：15までの間に願いします。どちらも保護者様からお願いし

ます。ご連絡がない場合は生徒の安全確保のため、緊急連絡先に連絡させていた

だきますので、ご理解、ご了承下さい。 

 
2月の予定 

3 第 2回児童生徒交流会 4 専門委員会 5 全校集会 ６ 私立高校等受験事前指導 
9～17 1,2年教育相談 11 私学入試 1,2年実力考査  
12 公立推薦特色受検事前指導 16 公立推薦特色入試 18～20 学年末考査 

19 県立特別支援学校入試 20 公立特色推薦合格発表  
 
 

三 田 市 立 富 士 中 学 校 
「夢や希望を持ち、たくましく生きる生徒の育成」 

真 善 美 

 



し、そもそも本当の失敗は、挑戦もせず「何もしなかったこと」なのだから。挑戦できる心と笑顔、それだけでいい。挑戦することは、人と比べることなんかじゃないのだから。 

挑戦は、常に自己新記録を目標にすればいい。自己新記録に挑戦していこう。そう、自分らしく。 

 行事に、そして日頃の生活に本当にいろいろと頑張ったこの 2 学期でした。先生方にその頑張りを聞かせてもらうことがあります。そんな君たちの素敵な姿を今も思い出すと、心にぐっとく

る感動があります。 

そして、２０２６年へ・・・。その前に寒い冬を越えなければ。    挑戦すれば、かならず春はそこにある。待ってくれている。 

きみたちも 2年生、3年生、高校生へと新しいステージへ。 その前に、3学期という助走期間がある。    がんばれ、富士中生！  それでは、よいお年を。 

 富士中のもみじ 

 

人権講演会 12月 2日  「みんなちがってみんないいね」～共生社会の実現に向けて～  

         
   

 

3年生 認知症サポーター講習会 12月 9日  

         
 

                                                                                                                                                                                                                                       


